
場
版ドイワ

広の報情

４

お
知
ら
せ

税務課 0577-73-3742　　

所得税の確定申告と市・県民税の申告の手続きはお早めに

所得税の確定申告および市・県民税の申告時期となりました。
税の申告は、市・県民税だけでなく、国民健康保険料や後期高齢者医療保険料、介護保険料などの算定基礎となります。
自分はどの申告をすれば良いか今一度確認し、早めに手続きしましょう。

申告には、申告者のマイナンバーカード または
通知カード＋本人確認書類が必要となりますのでご留意ください。
利用者識別番号を取得された方は、通知書等を必ずお持ちください。

◎ 所得税の確定申告・贈与税・事業税・市県民税の申告期限
◎ 個人事業者の消費税・地方消費税の申告期限

３月16日（月）まで
３月31日（火）まで

税務署へ確定申告が必要な方

飛騨市へ市・県民税の申告が必要な方

営業、農業、不動産、雑（個人年金等）、一時、譲渡等の所得が20万円を超える方
主たる給与以外の給与収入合計が20万円を超える方
寄付金、医療費、扶養、障がい、住宅借入金等の控除を追加される方
公的年金等（国民年金、厚生年金、企業年金等）の収入があり、次ページの『公的年金等受
給者フローチャート』で「税務署へ確定申告」と判定された方

・
・
・
・

遺族年金、障がい年金、失業給付等の非課税所得のみの方（※）
平成31年１月１日～令和元年12月31日の間に収入がない方（※）
公的年金等の収入があり、次ページの『公的年金等受給者フローチャート』で
「飛騨市へ市・県民税申告」と判定された方

・
・
・

営業、農業、不動産所得について、販売等の収入がなく経費のみとなる場合は申告の対象
となりません
医療費控除を受けられる方は『医療を受けた方』『支払先（病院・薬局）』ごとに事前に明
細書を作成してからご来場ください。また、高額療養費給付金などの補填された金額の分
かる書類もお持ちください。（明細書用紙は国税庁ホームページからダウンロードしていた
だくか市役所または振興事務所の窓口にも備え付けてあります）

※

※

令和２年１月１日現在、飛騨市にお住まい（住民登録）で、次のいずれかに該当する方

申告が必要ない方

給与をもらっていて、年末調整をしている方
公的年金等の収入があり、次ページの『公的年金等受給者フローチャート』で「申告不要」
と判定された方

・
・

（※）申告がない場合、保険料等が値上がりする場合があります
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懇談会のようす

　飛騨市新春経済懇談会が古川町公民館で行われ、市内の
企業代表者や各種団体役員、行政関係者など約120人が参
加しました。
　この懇談会は、飛騨市、古川町商工会、北飛騨商工会、神
岡商工会議所が発起人となり、新春を迎え、飛騨市の更なる
発展のために、経済団体をはじめとする関係者が新年の抱負
や展望を語り合う場として毎年行われています。
　祝宴では、市議会の中嶋議長が音頭を取って乾杯し、参加
した関係者らは和やかに歓談していました。

　第49回飛騨市ふるかわ元旦マラソン2020が開かれ、市民
や帰省者ら1,094人のランナーが参加し、ハートピア古川を
起点に思い思いの走りを堪能しました。
　この日は、道路にはほとんど積雪もなくマラソンを行うに
は良い天気となりました。
　開会式では、毎年恒例の仮装したランナーのパフォーマン
ス賞の発表や最初に受付をした石原さんファミリーによる選
手宣誓が行われました。
　マラソンでは、家族連れやスポーツ少年団など、参加者は
1.7キロ、2.4キロ、4.2キロの３コースをそれぞれのペースで
元気いっぱいに走りました。

　古川町是重の古田茂子さんが百歳を迎えられました。これ
に合わせ、市民福祉部の柚原部長らが自宅を訪問し、賞状や
お祝いの花束などを古田さんに渡しました。
　柚原部長は｢百歳おめでとうございます。これからも健康で
お元気でいてください｣とお祝いの言葉を贈りました。
　ご家族は「たくさんの方からお祝いしていただき、とても幸
せだと思います。これからも元気でいてもらいたいです」と話
していました。

　食品の減塩意識を高めようと飛騨市減塩フォーラムが11
日、古川町公民館で開かれ、食品を扱う関係者や市民ら約
100人が参加しました。
　この日は、日本高血圧学会減塩委員会オブザーバーの野
村善博氏を講師に招き、「はじめよう！美味しい減塩」をテー
マに全国で始まっている減塩の取り組みなどについて話があ
りました。
　終了後には、減塩調味料などで調理された「マグロ朴葉焼
」、「ころいも」、「しいたけ煮物」、「タケノコ煮物」、「浅漬け
」など、7品目の減塩食品が並べられ、参加者らは減塩食品
を試食し、美味しさを確かめました。

第49回飛騨市ふるかわ元旦マラソン2020新春の古川を駆け抜ける
１月１日（水）　ハートピア古川

元気よくスタートを切る参加者

飛騨市新春経済懇談会飛騨市経済界の更なる発展を
１月12日（日）　古川町公民館

飛騨市減塩フォーラム食品の減塩意識を高める
１月11日（土）　古川町公民館

減塩の取り組みについて話す野村さん

古田茂子さん百歳褒賞百歳おめでとうございます
１月16日（木）　古川町是重

花束を手に記念撮影
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　市民向け講演会（飛騨で働く魅力の発信事業）「人生
100年時代のキャリア形成」が28日、神岡町公民館で開か
れ、市民ら約50人が参加しました。
　この日は、（株）十六総合研究所飛騨國サテライト主任
研究員の田代達生氏を講師に招き、第１部に「人生100年
時代のキャリア形成」についての講演、第２部に都竹市長、
（株）Edo代表関口祐太氏を招いてのパネルディスカッショ
ンが行われました。
　講演では、子どもの将来設計や老後問題などについて話
があり、パネルディスカッションでは、キャリア形成などに
ついてさまざまな意見が語られました。

　飛騨地区出身の俳優による俳優体験教室が31日、神岡中
学校で行われ、同校１～３年生154人が台本を持って参加しまし
た。
　この日は、高山市出身の俳優中田裕一氏を講師に招き、オリ
ジナル台本「不思議な扉から地獄に迷い込んだ気弱な中学生
が、お酒好きの鬼と地獄めぐりをする物語」をグループに分か
れて演技やセリフを体験しました。
　授業では、中田さんから相手が何を思っているのか気持ち考
えてセリフを言うことや、お芝居はコミュニケーションが大切であ
ることなどのアドバイスを受け、俳優になりきって気持ちを込め
ながら演技を披露しました。

パネルディスカッションで話す都竹市長セリフの練習をする生徒ら

キャリア形成の重要性、市長らが語る
講演会「人生100 年時代のキャリア形成」

１月28日（火）　神岡町公民館１月31日（金）　神岡中学校
役になりきり演技やセリフを披露

神岡中学校で俳優体験教室

　古川町で200年以上続く冬の伝統行事「三寺まいり」が
行われ、暖冬で積雪もなく小雨が降る中、約14,000人が
足を運びました。
　三寺まいりは、親鸞聖人のご遺徳を偲んで、円光寺、真
宗寺、本光寺をお参りする習わしです。明治時代からは糸
引きに行った女工たちが帰省し、着飾ってお参りをしたの
で、絶好の出会いの場となりました。
　この日、瀬戸川沿いには約1,000本の和ろうそくが灯さ
れ、家族連れや着物姿の女性がゆらめく炎に手を合わせる
姿や、恋愛成就を願う灯ろうが瀬戸川に静かに流れるな
ど、町は幻想的な雰囲気に包まれていました。

着物姿の女性らが良縁を願って冬の風物詩　三寺まいり
１月15日（水）　古川町市街地

まつり広場で行われた点灯式 本堂で参拝する着物姿の女性ら 願いを込めて灯ろう流し

　古川小学校６年生76人が24日、地域に伝わる祝い唄
「若松様」と「ぜんぜのこ」を学び、今後他校との交流など
で発表予定の、地域を紹介する替え歌を練習しました。
　児童らは、教わった祝い唄で地域の魅力を伝えようと、児
童10グループが１行ずつ「ぜんぜのこ」の歌詞を考え、古
川祭や瀬戸川など町の魅力を唄にしました。
　練習では、南さんから「歌詞の意味を考えながら唄いま
しょう。唄いだしの音程を間違えないように」などとアドバイ
スを受けながら、手拍子や太鼓の音に合わせて唄を練習し
ました。

　１月26日の文化財防火デーに伴う消防訓練が河合町角川
の神明神社で行われました。
　この日は飛騨市消防本部北分署や古川消防署、地域住
民ら24人が参加。神明神社から出火したという想定で、住民
による通報と文化財の保護活動、署員による消防訓練が行
われました。
　訓練では、角川区長や神社氏子らによる初期消火訓練、
文化財持ち出し訓練の後、区長から消防署へ119番で訓練
通報。神社の階段下に指揮車・積載車や消防車が到着し、
階段下から境内までホースを延長し設置された火点に放水
訓練を行いました。

古川小学校の児童が飛騨古川の祝い唄を学ぶ地域の魅力が詰まった祝い唄を作る
１月24日（金）　古川小学校

手拍子に合わせて唄を練習する児童ら

河合町で文化財防火デー消防訓練文化財に対する防火意識の向上を図る
１月27日（月）　河合町　神明神社

放水訓練を行う消防隊員

　飛騨市宮川町から富山へ抜ける国道360号種蔵・打保バイ
パスの一部（仮称）宮川２号トンネル（946㍍）が貫通し、その
貫通式がトンネル内で行われました。
　国道360号は、富山市を起点とし、飛騨市、白川村を経て
石川県小松市に至る主要幹線道路で、宮川２号トンネルは、宮
川町祢宜ケ沢上から巣之内までの道路として計画する種蔵・
打保バイパスの一部として利用されます。
　式典では、発注元の岐阜県古川土木事務所をはじめ工事関
係者ら約70人が出席。貫通発破の後、小高い土手の通り抜け
の儀、万歳三唱、樽神輿や鏡開きなどが行われ貫通を祝いま
した。

　市と富山ドローンスクールを運営する学校法人北日本自動
車学校との間で、ドローンを活用した連携協定の締結式が28
日、市役所で行われました。
　この協定は、同校のドローンに関する知識、技術を活用し、
市消防職員や市民に対する安全なドローン操縦のための技術
指導や、農薬散布などをする産業用ドローンの推進、小中学
生向けのドローン体験会などを今後実施していくものです。
　協定式では、同校の中条充康理事長と都竹市長が出席し、
中条理事長とそれぞれ調印を行った後、協定書を取り交わし
ました。

協定を締結した都竹市長と中条理事長貫通発破のスイッチを押す関係者ら

富山ドローンスクールと連携協定を締結ドローンで地域活性化を目指す
１月28日（火）　市役所

通 国道360号宮川２号トンネル貫通式
行車両の安全確保と交通網の強化へ

１月29日（水）　宮川町塩屋地内
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2020年、神岡の宇宙物理学研究は新たなステージへ2020年、神岡の宇宙物理学研究は新たなステージへ
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ジ
ュ

ア
ル
的
に
分
か
る
の
で
す
か
。

大
橋
　
残
念
な
が
ら
映
像
で
見

て
分
か
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら

な
い
で
す
ね
。Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
は「
耳

で
聞
い
て
い
る
」に
近
い
と
言
え

ま
す
。レ
ー
ザ
ー
干
渉
計
に
ス

ピ
ー
カ
ー
を
繋
げ
る
と
、聞
こ
え

る
音
が
出
る
と
い
う
感
じ
で

し
ょ
う
か
。ア
メ
リ
カ
の
装
置
は

２
キ
ロ
離
れ
た
と
こ
ろ
を
通
る

鉄
道
の
音
が
聞
こ
え
る
ほ
ど
に

感
度
が
い
い
で
す
。

Ｓ
Ｋ
ー
Ｇ
ｄ
実
験

　
　
　
　
　
に
も
期
待

市
長
　
ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
実
験
は

現
在
、ど
う
い
っ
た
状
況
な
ん
で

す
か
。

中
畑
　
こ
ち
ら
も
最
終
調
整
段

階
で
す
。単
純
に
純
水
で
満
た
さ

れ
た
タ
ン
ク
に
ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
を

溶
か
せ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
て
、い
ろ
ん
な
ス
テ
ッ
プ
を

踏
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。例
え

ば
、ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
を
溶
か
し
た

後
も
水
を
き
れ
い
に
保
つ
必
要

が
あ
る
の
で
、そ
れ
に
必
要
な
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
必
要
に
な
り
ま

す
。今
ま
で
の
純
水
製
造
装
置
そ

の
ま
ま
だ
と
、イ
オ
ン
交
換
樹
脂

が
作
用
し
て
、す
べ
て
の
ガ
ド
リ

ニ
ウ
ム
を
吸
い
取
っ
て
し
ま
い
ま

す
の
で
、ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
は
取
り

除
か
ず
、他
の
不
純
物
だ
け
取
り

除
く
装
置
の
開
発
を
数
年
前
か

ら
進
め
て
き
ま
し
た
。セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
も
ほ
ぼ
終
了
し
て
い
る

の
で
す
が
、透
明
度
が
90
メ
ー
ト

ル
も
あ
る
非
常
に
綺
麗
な
ス
ー

パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の
水
に
対

し
て
本
当
に
有
効
な
の
か
を
昨

年
の
ク
リ
ス
マ
ス
頃
か
ら
試
験

を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
お
正
月

の
間
も
毎
日
、モ
ニ
タ
ー
で

チ
ェ
ッ
ク
す
る
日
々
で
ひ
や
ひ

や
し
な
が
ら
過
ご
し
ま
し
た
。そ

れ
に
加
え
、今
回
溶
か
す
ガ
ド
リ

ニ
ウ
ム
そ
の
も
の
に
不
純
物
が

含
ま
れ
て
い
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク

や
配
管
の
一
部
に
手
を
加
え
る

作
業
な
ど
も
行
っ
て
い
て
、そ
れ

ら
の
ス
テ
ッ
プ
を
経
て
４
月
か

５
月
頃
に
は
溶
か
し
始
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。最
終
的
に
は

0.1
％
の
濃
度
ま
で
ガ
ド
リ
ニ
ウ

ム
を
溶
か
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
が
、第
１
段
階
と
し
て
０
．

０
１
％
の
濃
度
ま
で
溶
か
し
、必

要
な
キ
ャ
リ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン（
観

測
装
置
の
調
整
）を
行
い
、秋
頃

に
は
完
璧
な
観
測
体
制
に
入
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長
　
ガ
ド
リ
ニ
ウ
ム
を
入
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
感
度
が
上
が

る
ん
で
す
ね
。

中
畑
　
今
ま
で
の
手
法
で
は
ノ

イ
ズ
か
な
と
思
わ
れ
て
い
た
よ

う
な
、い
わ
ゆ
る
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
が
新
た
に

見
え
て
く
る
、そ
う
い
う
意
味
で

は
感
度
が
上
が
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

市
長
　
す
ご
い
実
験
で
す
ね
。と

こ
ろ
で
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

が
完
成
す
る
と
ス
ー
パ
ー
カ
ミ

オ
カ
ン
デ
は
ど
う
な
る
ん
で
す

か
。

中
畑
　
基
本
的
に
は
同
一
手
法

で
観
測
す
る
必
要
は
な
く
な
る

わ
け
で
す
が
、別
の
目
的
を
も
っ

た
実
験
に
活
用
さ
れ
る
可
能
性

は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。例
え

ば
、純
水
の
か
わ
り
に
別
の
液
体

を
入
れ
た
り
、ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
以

外
の
も
の
を
観
測
対
象
に
す
る

と
か
で
す
ね
。

ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ

計
画
が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト市
長
　
先
生
方
は
毎
日
ひ
や
ひ

や
し
た
り
大
変
な
日
々
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、市
民
一
同
、Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｒ
Ａ
や
Ｓ
Ｋ

-

Ｇ
ｄ
実
験
で

成
果
が
出
る
の
を
心
か
ら
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ハ
イ
パ
ー

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
計
画
の
進
捗
も

大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

塩
澤
　
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、国

の
補
正
予
算
案
に
計
上
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た（
※
１
）。ハ
イ

パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
建
設
が
今

後
、本
格
化
し
て
く
る
と
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。建
設
に
従
事
す
る
方
々
の

寝
泊
ま
り
す
る
場
所
な
ど
も
確

保
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
の
方
や
市
内
の
事
業
者
の

方
に
も
い
ろ
い
ろ
ご
協
力
し
て

い
た
だ
く
こ
と
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

市
長
　
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン

デ
計
画
は
実
に
壮
大
な
計
画
で

市
民
の
誇
り
を
更
に
高
め
る
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。市
も
全
面

協
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日

は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

新春
対談

２０２０年、神岡の宇宙物理学研究は
新たなステージへ

　2020年、ハイパーカミオカンデ計画やKAGRA、ＳＫ-Ｇｄ実験の始動など新たな取り組みをスタートする東京大学
宇宙線研究所。　今回は、そんな新たな取り組みに携わる同研究所の３人の先生方と都竹市長、沖畑教育長との対
談のようすをご紹介します。

東京大学宇宙線研究所　副所長
神岡宇宙素粒子研究施設　施設長

中畑雅行　教授

東京大学宇宙線研究所
重力波観測研究施設　施設長
大橋正健　教授　

東京大学宇宙線研究所
神岡宇宙素粒子研究施設

ハイパーカミオカンデプロジェクトリーダー
塩澤眞人　教授

写真＝東京大学宇宙線研究所提供

写真＝東京大学宇宙線研究所提供

図＝東京大学宇宙線研究所提供

▶
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
の
内
部

▶
Ｓ
Ｋ
ー
Ｇ
ｄ
用
の
水
循
環
シ
ス

　
テ
ム

▶
ハ
イ
パ
ー
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
の

　
完
成
予
想
図

※

１…

国
の
補
正
予
算
案
は
、１
月
30
日
に

　
　
　
成
立
し
ま
し
た

題
ろいろい

話のちま
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　市民向け講演会（飛騨で働く魅力の発信事業）「人生
100年時代のキャリア形成」が28日、神岡町公民館で開か
れ、市民ら約50人が参加しました。
　この日は、（株）十六総合研究所飛騨國サテライト主任
研究員の田代達生氏を講師に招き、第１部に「人生100年
時代のキャリア形成」についての講演、第２部に都竹市長、
（株）Edo代表関口祐太氏を招いてのパネルディスカッショ
ンが行われました。
　講演では、子どもの将来設計や老後問題などについて話
があり、パネルディスカッションでは、キャリア形成などに
ついてさまざまな意見が語られました。

　飛騨地区出身の俳優による俳優体験教室が31日、神岡中
学校で行われ、同校１～３年生154人が台本を持って参加しまし
た。
　この日は、高山市出身の俳優中田裕一氏を講師に招き、オリ
ジナル台本「不思議な扉から地獄に迷い込んだ気弱な中学生
が、お酒好きの鬼と地獄めぐりをする物語」をグループに分か
れて演技やセリフを体験しました。
　授業では、中田さんから相手が何を思っているのか気持ち考
えてセリフを言うことや、お芝居はコミュニケーションが大切であ
ることなどのアドバイスを受け、俳優になりきって気持ちを込め
ながら演技を披露しました。

パネルディスカッションで話す都竹市長セリフの練習をする生徒ら

キャリア形成の重要性、市長らが語る
講演会「人生100 年時代のキャリア形成」

１月28日（火）　神岡町公民館１月31日（金）　神岡中学校
役になりきり演技やセリフを披露

神岡中学校で俳優体験教室

　古川町で200年以上続く冬の伝統行事「三寺まいり」が
行われ、暖冬で積雪もなく小雨が降る中、約14,000人が
足を運びました。
　三寺まいりは、親鸞聖人のご遺徳を偲んで、円光寺、真
宗寺、本光寺をお参りする習わしです。明治時代からは糸
引きに行った女工たちが帰省し、着飾ってお参りをしたの
で、絶好の出会いの場となりました。
　この日、瀬戸川沿いには約1,000本の和ろうそくが灯さ
れ、家族連れや着物姿の女性がゆらめく炎に手を合わせる
姿や、恋愛成就を願う灯ろうが瀬戸川に静かに流れるな
ど、町は幻想的な雰囲気に包まれていました。

着物姿の女性らが良縁を願って冬の風物詩　三寺まいり
１月15日（水）　古川町市街地

まつり広場で行われた点灯式 本堂で参拝する着物姿の女性ら 願いを込めて灯ろう流し

　古川小学校６年生76人が24日、地域に伝わる祝い唄
「若松様」と「ぜんぜのこ」を学び、今後他校との交流など
で発表予定の、地域を紹介する替え歌を練習しました。
　児童らは、教わった祝い唄で地域の魅力を伝えようと、児
童10グループが１行ずつ「ぜんぜのこ」の歌詞を考え、古
川祭や瀬戸川など町の魅力を唄にしました。
　練習では、南さんから「歌詞の意味を考えながら唄いま
しょう。唄いだしの音程を間違えないように」などとアドバイ
スを受けながら、手拍子や太鼓の音に合わせて唄を練習し
ました。

　１月26日の文化財防火デーに伴う消防訓練が河合町角川
の神明神社で行われました。
　この日は飛騨市消防本部北分署や古川消防署、地域住
民ら24人が参加。神明神社から出火したという想定で、住民
による通報と文化財の保護活動、署員による消防訓練が行
われました。
　訓練では、角川区長や神社氏子らによる初期消火訓練、
文化財持ち出し訓練の後、区長から消防署へ119番で訓練
通報。神社の階段下に指揮車・積載車や消防車が到着し、
階段下から境内までホースを延長し設置された火点に放水
訓練を行いました。

古川小学校の児童が飛騨古川の祝い唄を学ぶ地域の魅力が詰まった祝い唄を作る
１月24日（金）　古川小学校

手拍子に合わせて唄を練習する児童ら

河合町で文化財防火デー消防訓練文化財に対する防火意識の向上を図る
１月27日（月）　河合町　神明神社

放水訓練を行う消防隊員

　飛騨市宮川町から富山へ抜ける国道360号種蔵・打保バイ
パスの一部（仮称）宮川２号トンネル（946㍍）が貫通し、その
貫通式がトンネル内で行われました。
　国道360号は、富山市を起点とし、飛騨市、白川村を経て
石川県小松市に至る主要幹線道路で、宮川２号トンネルは、宮
川町祢宜ケ沢上から巣之内までの道路として計画する種蔵・
打保バイパスの一部として利用されます。
　式典では、発注元の岐阜県古川土木事務所をはじめ工事関
係者ら約70人が出席。貫通発破の後、小高い土手の通り抜け
の儀、万歳三唱、樽神輿や鏡開きなどが行われ貫通を祝いま
した。

　市と富山ドローンスクールを運営する学校法人北日本自動
車学校との間で、ドローンを活用した連携協定の締結式が28
日、市役所で行われました。
　この協定は、同校のドローンに関する知識、技術を活用し、
市消防職員や市民に対する安全なドローン操縦のための技術
指導や、農薬散布などをする産業用ドローンの推進、小中学
生向けのドローン体験会などを今後実施していくものです。
　協定式では、同校の中条充康理事長と都竹市長が出席し、
中条理事長とそれぞれ調印を行った後、協定書を取り交わし
ました。

協定を締結した都竹市長と中条理事長貫通発破のスイッチを押す関係者ら

富山ドローンスクールと連携協定を締結ドローンで地域活性化を目指す
１月28日（火）　市役所

通 国道360号宮川２号トンネル貫通式
行車両の安全確保と交通網の強化へ

１月29日（水）　宮川町塩屋地内


